































































ている O 血液製剤の年間平均の使用頻度は、 1週間 4000単位程度で 1回の輸注に 2000単
位の使用を原則とする (2010年度実績は、平均輸注:2.3回/1週・ 4600単位)。
2. 震災時の対象事例の状況








( 2 )血液製剤等の在庫と保管状況:対象事例は、通常執務する研究室に血液製剤 2000
単位と輸注セットを 2パック (4000単位・ 4バイアル・ 2回分想定)保管している O しか





































( 2 )第 2日目(3月 12日土曜)
帰宅困難が長期に及ぶことをラジオニュース、インターネット情報に基づき判断し、製
剤の不足と Z市のある R県血友病患者会代表の Q氏の支援を求めるメールを妻に送信し、
転送を依頼。なおこの時点で、全国血友病患者会ネットワーク(以下、全国ネット)およ
び血液製剤供給メーカーとの情報交換については思い至らない。









援を要請した。なお、厚生労働省は 123年 3月 11日付で、都道府県担当部署あてに「医
療体制確保と公費負担への対応」を事務連絡として伝達している O
( 4 )第 4日 ( 3月 14日月曜)
午前 1時半ごろ、製剤メーカーO社から、「製剤在庫は十分、卸体制も事例の勤務する
Z市では十分対応可能」とのメールが入る O これは 12 日に送信した妻から Q氏への転送
メールに反応し、 Q氏が製剤メーカーに要請を求めたことによる O
9時過ぎ、研究室に大学総務課職員および運転担当職員が来室し、「総務担当副学長の指








2バイアル・ 2000単位の処方となり、うち 1パイアルを病院で使用し持ち帰りは 1バイア
ル・ 1000単位のみとなった。この時点で、製剤は 2バイアル・ 2000単位保持となる。
午後、主治医のいる X市のM病院に電話、薬局と相談し院外処方案による製剤確保の可
能性を検討した(後日、可能と確認)。





( 5 )第 5日 ( 3月 15日火曜)





























































( 4 )第 4日 ( 3月 14日月曜)


















で、血液製剤 1バイアル・ 1000単位を自己輸注する O 周囲の人たちは当たり前のことのよ
うに振る舞い、特段の反応はなかった。






ル・ 1000単位を自己輸注する O 始めて様子を見た同僚教員が不思議そうな顔をすると、事
例の所属する講座の若手教員が「治療のために、いつものことですから」と言い、簡単に
説明し、その場はそのまま終息した。








































































































































































そこで、職場の大学研究室での手持ち量を 4バイアル・ 4000単位・通常使用 2回分と
するとともに、大学保健管理センターに同様に 4パイアル・ 4000単位・通常使用 2回分
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